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１．はじめに
　あいさつとは何か、という定義の問題については、様々な議論がなされている。滝浦（２００８:

１１４）によると、あいさつとは「社会的な人間関係において、場面に応じて儀礼的に交わされる言

葉（や動作）のことであり、出会いと別れのあいさつ、集団的行動の開始と終了のあいさつ、感謝

と詫びのあいさつなど、日常生活のほとんどあらゆる場面で見られるものである」とされる。本稿

では、日本人学生と中国人学生それぞれの日常生活の場面で常に交わされているあいさつについて

考察するため、上述の定義を踏まえ、あいさつを「対人関係を作り、それを維持するため、ある場

面における最初と最後のポイントで、相手との関係を考慮しながら使用する社交的・儀礼的な表現」

と定義する。

　日本社会において、場面に適したあいさつをすることは、日本人のみならず日本語学習者にとっ

ても極めて重要なことである。中道他（１９９９）が指摘しているように、日本語を母語としない人々

に日本語の指導を行う場において、あいさつは重要な指導項目であると認識されている。たとえば、

施（２００５）と園田（２００６）が述べているように、日本語の「おはよう（～）」「こんにちは」「お疲れ（～）」

などの使用に戸惑っている中国人留学生が少なくない。これについて、筆者は、２０１５年３月１１日～

５月２４日に、中国人上級日本語学習者（４０名）を対象に、「日本人のあいさつが難しいと思うか」「一

番難しいと思うところはどこにあるか」などの質問を含むインタビュー調査を実施した。その結果、

中国人上級日本語学習者（以下、学習者）が抱える困難点として、以下の３点が挙げられることが

わかった。
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要　　旨
　本稿では、ポライトネスの観点から大学生のあいさつを日中で比較し、その相違を検討した。

日本人学生はあまり親しくない先生にはネガティブ ･ フェイスへの配慮を示す傾向が顕著であ

るのに対して、中国人学生はポジティブ ･ フェイスに配慮する傾向が強い。また、日本人学生

は午後の時間でも親友に対して「おはよう」をポジティブ ･ ポライトネス ･ ストラテジーとし

て使うことが多いのに対して、中国人学生は、「（～）早」をほとんど使用しない。これは「お

はよう」と「（～）早」が用いられる時間帯が異なることによる。一方、日本人学生が使用する「こ

んにちは」と中国人学生が使用する「（～）好」は、ほぼ同様の使用傾向を示している。

【キーワード：おはよう（～）／（～）早／こんにちは／（～）好／フェイス】
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　　①「おはよう（～）」と「こんにちは」に関する使い分けが困難である（１６例）

　　②出会いの場面においてよく知らない人にどのようにあいさつすべきかわからない（９例）

　　③上位者にあいさつをする際に、敬語表現の使用を忘れやすい（４例）

　これらの困難点が生じやすい場面で、日本人学生と中国人学生はそれぞれの母語で実際どのよう

にあいさつをしているか、その使用上の差異と学習者の困難点との間にはどのような関連性がある

のかを明らかにする必要がある。滝浦（２００８:１１４）が指摘しているように、ポライトネス ･ ストラ

テジー選択の違いに関する文化的な選好を解明しようとする対照ポライトネス論にとって、あいさ

つ行動の文化間比較は、それぞれの文化における人間関係のありようを最も直接的に反映する現象

として格好のテーマのひとつとなる。学習者においてあいさつの使用に関する困難点が生じたのは、

文化によって、ポライトネス・ストラテジーが異なることによるところが大きいのではないだろう

か。学習者におけるあいさつの使用に関する困難点を明らかにすることによって、日中の文化的な

違いを明らかにするとともに、日本語教育現場におけるあいさつの指導方法についての示唆を得る

こともできると考えられる。

　一方、日本人学生と中国人学生におけるあいさつの使用に関する従来の研究では、ポライトネス

の観点による詳細な研究はほとんど見られない。本研究では、学習者が抱える困難点に基づいて、

ポライトネスの観点から日本人学生と中国人学生における出会いのあいさつの使用に関する差異を

明らかにし、その差異と学習者の困難点の関連性を検討することを目的とする。

２．先行研究
　本研究では、ポライトネスの観点から日本人学生と中国人学生におけるあいさつ使用の差異を考

察するため、まず、ポライトネス理論について説明しておきたい。

　Brown & Levinson（１９８７）では、人間は誰しも「フェイス」という欲求を持っているが、そのフェ

イスには、「他人から邪魔されたくない、押さえつけられたくない、行動を自由に選択したい」と

いう欲求である「ネガティブ・フェイス（以下、NF）」と、「他の人に好かれたい、認められたい、

尊敬されたい、評価されたい」という欲求である「ポジティブ ･ フェイス（以下、PF）」という二

つの側面があるとされる。Brown & Levinson はこれらの概念に基づき、互いのフェイスに配慮す

る「ポライトネス理論」を提唱している。まず、対話の中で相手のフェイスを傷つけたり、脅かし

たりする行為を「フェイス侵害行為（Face Threatening Acts ＝ FTA）」と呼び、話し手は聞き手のフェ

イスを脅かすことをできるだけ少なくするために、あるいは自分自身のフェイスを傷つけることを

少なくするために、状況に応じてさまざまなストラテジーを使用するという。つまり、「on record

であからさまに」、「ポジティブ ･ ポライトネス ･ ストラテジー（以下、PPS）」、「ネガティブ ･ ポ

ライトネス ･ ストラテジー（以下、NPS）」、「ほのめかし」、「FTA をしない」という５つのストラ

テジーの中から最適なものを選んで他者とのコミュニケーションを行っているのである。次に、あ

いさつ表現に関する先行研究を見ていこう。学習者の困難点となっているあいさつ表現「おはよう
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（～）」と「こんにちは」、およびそれらに該当する中国語のあいさつ表現の使用については、水谷

（１９７９）、彭（１９９０）、滝浦（２００８）、曲他（２０１０）が、それぞれ論じている。水谷（１９７９: ５- ６）

によると、「こんにちは」に当たる中国語表現「你好」は、日本語の「こんにちは」と類似し、自

分の仲間というよりはソトの人に対して使うあいさつであり、形式にこだわる言い方であって、家

族同士など非常に身近な中国人同士で用いるあいさつではない。滝浦（２００８）も同様に、中国語に

おける定型的なあいさつ表現としての「你好」が用いられる相手は疎または上の人間に限られ、家

族や友人のような親しい人間関係ではほとんど用いられないと述べている。また、彭（１９９０）は、

中国では「早（上好）（おはよう）」は、大体朝８時から９時頃までに使用される表現であり、午後

になってから「早（上好）」とあいさつすると、「朝寝坊」と皮肉を込めて言っているようであると

指摘している。曲他（２０１０：４１）によると、１日のスタート時点で発せられた「おはよう」は、は

じまり意識の「おはよう」かつウチ意識で互いに「頑張る」の意を含んでいる。これらの先行研究

はいずれも、日本語のあいさつ表現「おはよう」「こんにちは」および中国語のあいさつ表現「早

上好」「你好」における対人関係による使用の違いについて論じている。しかし、これらのあいさ

つ表現が、ポライトネスとどのような関連性を持つかについては触れていない。

　前述のポライトネスの観点から日本語と中国語のあいさつを考察したものとして、劉（２０１０）と

施（２０１２）の研究を挙げることができる。

　劉（２０１０:１６４）は、日本人学生と台湾学生における別れのあいさつの使用実態について調査した

データに基づいて、日本人は相手との距離を保つ NPS を多用するのに対して、台湾人は相手との

距離を縮める PPS を多用するという結論を導いた。また、施（２０１２:６５）は、日中両国の大学生と

社会人６４０人と中国人留学生１００名を対象に、日常生活の中によくある「家庭」「道」「公園」「学校」「道

聞き」「買い物 ･ 食事」「家庭訪問」など７場面を想定した質問を設けたアンケート調査並びに面接

調査を行い、そのデータの一部を分析した。その結果、中国人は対人関係の親密意識が強く、PPS

を積極的に運用しているのに対して、日本人は人間関係の「上下」を重視し、NPS を頻用してい

るという結論を出した。

　劉（２０１０）と施（２０１２）の研究により、日本語母語話者と中国語母語話者におけるあいさつの使

用に関するポライトネスの特徴はある程度明らかになった。しかし、あいさつについてポライトネ

スの観点から考察する際、あいさつをする人が PPS を用いるべきか NPS を用いるべきかを判断す

る基準はまだ明らかになっていない。また、日本人と中国人におけるあいさつの使用に関するポラ

イトネスの差異は、学習者におけるあいさつの使用に関する困難点とどのような繋がりがあるかに

ついても考察する必要がある。本研究では、これら未解決の問題点があることを踏まえて、あいさ

つとポライトネスの関係を明確にした上で、日本人学生における出会いのあいさつ表現「おはよう

（～）」、「こんにちは」と中国人学生における出会いのあいさつ表現「（～）早（上好）」、「（～）好」

の使用に関する差異を明らかにし、その差異と学習者の困難点との関連性を探究することを目的と

する。
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３．研究方法
３. １　あいさつとポライトネスの関係

　前述のポライトネスの観点からあいさつ行動を考察する場合、あいさつとポライトネス ･ ストラ

テジーとの対応関係について説明しておかなければならない。Brown & Levinson（１９８７）の枠組み

では、ポライトネス・ストラテジーとして「on record であからさまに」、「PPS」、「NPS」、「ほのめかし」、

「FTA（フェイス侵害行為）をしない」という５つが挙げられている。本研究はこれに従って、日

本人が使用するあいさつとポライトネス ･ ストラテジーとの関係を表１のようにまとめる。

　Brown & Levinson（１９８７）によると、FTA とは、話し手と聞き手のフェイスを脅かすようなフェ

イス侵害行為である。たとえば、目が合ってもあいさつをしなければ、それは高いレベルの FTA（マ

イナス待遇）である。よほど仲が悪いか、または喧嘩を売っていると思われる可能性もある。しか

し、このような場面は極端な例である。本研究では下記の３. ２に示す場面１と場面２について、「あ

まり親しくない先生」、「親しいと思う先生」、「親友」、「あまり親しくない先輩」、「親しいと思う先

輩」という５つの対人関係を設定した。この二つの場面及び５つの対人関係で、被験者がマイナス

待遇をする可能性はかなり低く、考慮に入れなくても差支えないと考えられる。そこで、本研究で

はそれを対象外とし、「あいさつをしない」ことを FTA とはみなさないこととする。

　あいさつをしない場面としては、他に二つの状況がある。一つは、話し手本人による自分自身の

「他人に邪魔されたくない・踏み込まれたくないという欲求」、つまり、NF への配慮である。たと

えば、あまり親しくない先生に出会った場合、目が合えばあいさつしなければならないが、そうで

なければ、面倒くさいとか恥ずかしいとか、そういう感情があって、あいさつをしないケースもあ

る。もう一つの状況は、相手の NF への配慮である。たとえば、学生は、その先生の授業に出たこ

とがあるが、１００人以上のクラスである場合、その先生のことを知っているもののその先生が必ず

しも自分のことを知っているわけではないため、その先生に出会ってもあいさつをしないケースも

ある。この場面において、学生がその先生に出会ってもあいさつをしないのは、マイナス待遇では

なく、その先生の NF を満たすためである。要するに、あいさつをしない場合は、自分の NF への

配慮あるいは相手の NF への配慮であるといえる。そして、「あいさつをしないこと」には、表１

表 1　あいさつとポライトネスの関係

あいさつをしない（FTA をしない）
　NF への配慮（PF への配慮なし）
あいさつをする　（FTA をする）

高い　　　　　　　　　　　　　　　　　　PF への配慮　　　　　　　　　　　　　　　　　低い

低い　　　　　　　　　　　　　　　　　　NF への配慮　　　　　　　　　　　　　　　　　高い
PPS として使用する傾向が高い表現 NPS として使用する傾向が高い表現

「おっす ･ おう ･ よっ ･ よう…」「おはよう」 「おはようございます」「こんにちは」
「早啊・呀…」「呼称＋早」 「早上好」「你（您）好」「敬称＋（您）好」
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に示しているように PF への配慮は含まれていない。

　一方、あいさつをする場合、ほとんどすべてのあいさつは潜在的に相手や自分のフェイスを侵害

する行為（FTA）である。また、表１に示したように PF（および NF）への配慮があることになる

が、場合によって配慮の度合いが異なっている。あいさつをする場合、二つの状況がある。一つは、

PF への配慮を優先することである。定型的あいさつ表現にせよ非定型的表現にせよ、丁寧体が付

いていない形（「こんにちは」のような丁寧体の形をとらない表現を除く）で現れる場合、相手の

PF への配慮が高い（PPS）といえる。たとえば、「おはようございます」や「お疲れ様です」のよ

うな改まった表現を使用せず、わざわざ「おはよう」や「お疲れ」のようなくだけた表現を使用す

れば、相手に親近感を伝える意味合いも強くなるので、相手の PF への配慮が高いといえる1。もう

一つの状況は、NF への配慮を優先すること（NPS）である。たとえば、「おはようございます」や

「お疲れ様でした」のような丁寧体が付いているあいさつ表現は、相手の存在を認めたこと（相手

がそこにいることに気がついた）を表すと同時に、相手に尊敬の気持ちを表す意味合いもある。た

だし、滝浦（２００８）が指摘しているように、日本語の敬語は、ネガティブ・ポライトネスの働きを

持つものである。「おはようございます」や「お疲れ様でした」は、日本語の敬語として相手との

距離を取ろうとする気持ちがあるため、相手の NF への配慮の度合いが高い2。なお、「こんにちは」

のような丁寧体の形をとらないあいさつ表現は、敬語とは言えないにしても、丁寧体が付いている

あいさつ表現と同様に、相手の存在を認めたことを表すと同時に、相手に尊敬の気持ちを表す意味

合いもある。ただし、水谷（１９７９: ５- ６）が指摘したように、「こんにちは」は自分の仲間という

よりはソトの人に対して使うあいさつであり、形式にこだわる言い方であるため、「こんにちは」

のような丁寧体の形をとらないあいさつ表現を使用する場合、相手の NF への配慮の度合いが比較

的高いと考えられる。

３. ２　調査概要

　日本人学生と中国人学生における別れのあいさつの使用実態を把握するため、２０１５年１１月１日か

ら１１月２６日にかけて、以下の場面１と場面２の２つの出会いの場面3を設定し、２０代を中心とする

日本人学生１３０名と中国人学生１０１名を対象に、以下の場面１と場面２の２つの出会いの場面を設定

した無記名での自由記述式調査を実施した。

　　場面１．�午前１１時ごろ、大学の廊下でその日初めて以下の日本人に出会ったら、あいさつをす

るか。あいさつをする場合、どのようにあいさつをするか。

　　場面２．�平日お昼の１２時半ごろ、キャンパスで食堂に向かう途中、その日初めて以下の日本人

に出会ったらあいさつをするか。あいさつをする場合、どのようにあいさつをするか。

　上述の場面１と場面２における「以下の日本人」には、「あまり親しくない先生」、「親しいと思

う先生」、「親友」、「あまり親しくない先輩」、「親しいと思う先輩」という５つの対人関係を設定し
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ている。「あまり親しくない」については、「話をしたことはあるが、プライベートなことまで話題

にしない／しそうもない」、「親しい」については、「プライベートなことも話せる／話せそう」と

規定し、そのことを調査票に付記した。また、日本人学生と中国人学生における実際の学校生活に

近い場面を作り、現実に近いデータを収集するため、場面１においては「大学の廊下」という場所

を、場面２においては「食堂に向かう途中」という場所を設定した。調査対象のインフォーマント

の情報を表２に示す。

　日本人学生は、上記の大学に在籍中の１、２年生を中心とする中国語ができない学部生である。

中国人学生は、上記の大学に在籍中の日本語ができない１年生から４年生の学部生である。

４．調査結果および考察
４. １　あいさつの有無

　同一の場面で、相手に出会った場合、あいさつをするかどうかは、対人関係によって異なる。下

記の表３と表４が示しているとおり、その日はじめて「親友」か「親しいと思う先輩」に出会った

場合、日本人学生にせよ中国人学生にせよ、必ずあいさつをするが、「親しいと思う先生」か「あ

まり親しくない先輩」、特に「あまり親しくない先生」に出会った場合、日本人学生と中国人学生

の反応は大きく異なっていた。

　表３によると、「あまり親しくない先生」に出会ったとき、半数以上の日本人学生はあいさつを

しないのに対して、９割以上の中国人学生はあいさつをしている。また、「あまり親しくない先輩」

にあいさつをしない日本人学生は２１人（１６%）いるのに対して、中国人学生は３人（３%）にすぎない。

表４も、ほぼ同様の傾向を示している。角変換法（逆正弦変換法）による相手別と母語話者別の分

散分析を行った結果、表３における母語話者別の主効果（χ２（１）=４７.９５４８６）と表４における母

語話者別の主効果（χ２（１）=８４.８８０６８）が有意であった。そこで、下位検定として単純主効果検

定を行い、場面１にせよ場面２にせよ、あまり親しくない先生と先輩が対象である場合、日本人学

習者と中国人学習者の間に有意差があることを確認した。

表 2　インフォーマント

調査対象 所属 男性 女性 合計
日本人学生 東北大学 ･ 東北学院大学 85人 45人 130人
中国人学生 貴州大学 ･ 貴州師範大学 ･ 貴州財経大学 30人 71人 101人

合計 115人 116人 231人
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　上記の結果は、その日はじめて偶然相手に出会った場面において、日本人学生と中国人学生にお

けるあまり親しくない上位者に対する配慮の仕方が異なることが原因であると考えられる。

　表３と表４からわかるように、日本人学生は、出会いの場面で、あまり親しくない上位者に対し

てあいさつをしない傾向が見られる。しかし、あまり親しくない先輩と比べると、あまり親しくな

い先生にあいさつをしない傾向がより顕著である。この点から、日本人学生においてはあまり親し

くない先輩より、あまり親しくない先生の NF に配慮する度合いが高いといえるだろう。今回の日

本人学生に対する調査は学部１年生と２年生4を主対象としているため、学生はゼミや専門科目と

いった少人数の講義よりも、大人数で受講する傾向が高く、自分がその先生のことを知っていても

先生は自分を認知しているかどうかわからない。その先生が自分を認知している可能性が皆無なわ

けではないが、認知していない場合その先生にあいさつすると邪魔になる恐れがあるので、それを

避けるためあいさつをしないことがある。この場合、学生におけるその先生の NF に対する配慮が

生じているといえる。一方、学生は、先輩と一緒に授業に出る機会はほとんどないが、授業以外の

時間にサークルなどで先輩に接する機会が多く、先生と違って自分のことを知っているのであいさ

つをしないわけにはいかないケースが多いと考えられる。また、上記の結果から、日本人学生にお

ける先生の NF への配慮と同時に、自分の NF への配慮も窺える。たとえば、学生は、先生と年齢

差があり、先生と接する機会も授業以外ほとんどないので、あまり親しくない先生に出会っても目

が合わなければ、面倒くさい、恥ずかしいといった感情があってあいさつをしないケースもあるの

である。

表 3　場面 1においてあいさつをする大学生

調査対象

対人関係

あいさつをする
単純主効果検定日本人学生 中国人学生

人数（130人中） 割合 人数（101人中） 割合
あまり親しくない先生 53 41% 98 97% 112.9712**

親しいと思う先生 120 92% 101 100% 17.95045**
親友 130 100% 100 99% 2.25773

あまり親しくない先輩 109 84% 98 97% 13.13489**
親しいと思う先輩 130 100% 100 99% 2.25773

（** ｐ＜ .01, * ｐ＜ .05）

表 4　場面 2においてあいさつをする大学生

調査対象

対人関係

あいさつをする
単純主効果検定日本人学生 中国人学生

人数（130人中） 割合 人数（101人中） 割合
あまり親しくない先生 46 35% 99 98% 142.7532**

親しいと思う先生 120 92% 101 100% 17.95045**
親友 130 100% 101 100% 0

あまり親しくない先輩 107 82% 99 98% 19.50388
親しいと思う先輩 130 100% 101 100% 0

（** ｐ＜ .01, * ｐ＜ .05）
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　それに対して、中国人学生は、出会いの場面において、あまり親しくない先生にもあまり親しく

ない先輩にも積極的にあいさつをする傾向が見られる。上記の表３と表４に示したように、出会い

の場面において、あいさつをする場合、あまり親しくない先生と先輩に対しても、あいさつをしな

い中国人学生はほとんどいない。これは、中国人学生における PF への配慮の傾向があるためであ

ると考えられる。上記の表１に示しているように、あいさつをする場合、すべてのあいさつには「PF

への配慮」が含まれている。また、前述のように、PF とは「他の人に好かれたい、認められたい、

尊敬されたい、評価されたい」という欲求である。中国人学生は、先生と先輩にある「教え子と後

輩に尊敬されたいという欲求」および自分にある「先生と先輩に好かれたい、評価されたいという

欲求」を満たすため、積極的にあいさつをするのである。つまり、中国人学生があまり親しくない

先生や先輩にも積極的にあいさつをするのは、自他の PF に対する配慮の現れであるのではないか

と考えられる。

４. ２　対人関係によるあいさつの違い

　対人関係には、「上下」や「親疎」などがある。言葉の対人関係による使用の違いは、言葉を使

用する際、「上下」や「親疎」などの対人関係の要素を考えながら使い分けることによって生ずる

ものである。これについては、表５と表６に示す出会いのあいさつ表現の使用から窺える。

　表５に示したように、日本人学生は場面２において、親しいか親しくないかに関わらず先生と先

輩に対しては「おはよう（～）」をほとんど使用しないが、親友に対しては比較的多く使用している。

また、場面１と場面２において、日本人学生は親しいと思う先生と先輩に対してはある程度「こん

にちは」を多く使用しているが、親友に対してはほとんど使用しない。

表 5　日本人学生における出会いのあいさつ表現の使用5

出会いのあいさつ おはよう（～） こんにちは お疲れ（～） 会釈 ･ お辞儀 その他
場面

対人関係 場面１ 場面２ 場面１ 場面２ 場面１ 場面２ 場面１ 場面２ 場面１ 場面２

あまり親しくない先生 １７ １ １６ ２６ ３ ３ ２１ １１ １ ０
親しいと思う先生 ５２ ８ ５４ ９３ ７ １１ １４ １６ ２ ５

親友 ５６ ３３ ３ ５ １３ １９ ０ ０ ８７ ８９
あまり親しくない先輩 ２６ ５ ３１ ４４ ２９ ３４ ２７ ２７ ６ ９

親しいと思う先輩 ３７ １０ ４２ ６７ ３５ ３９ １０ １１ １７ ２５

表 6　中国人学生における出会いのあいさつ表現の使用6

出会いのあいさつ （～）早 （～）好 （～）辛苦了 会釈 ･ お辞儀 その他
場面

対人関係 場面１ 場面２ 場面１ 場面２ 場面１ 場面２ 場面１ 場面２ 場面１ 場面２

あまり親しくない先生 ７ ０ ７７ ７５ ０ ０ ５ ３ ２４ ３３
親しいと思う先生 ５ ０ ５６ ３４ ０ ０ ２ １ ６７ ９３

親友 ２ １ １ １ ０ ０ ０ ０ １１３ １０９
あまり親しくない先輩 ０ ０ ５６ ４９ ０ ０ ６ ４ ４８ ５８

親しいと思う先輩 ０ １ ３２ ２０ ０ ０ ０ ０ ８７ ９６
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　あいさつ表現の対人関係による使用の違いは、日本人学生に限らず、中国人学生の使用実態から

も窺える。表６が示しているように、場面１と場面２において、親しいか親しくないかに関わらず、

先生と先輩に対しては「こんにちは」に当たる中国語表現「（～）好」を比較的多く使用しているが、

親友に対してはほとんど使用しない。

　日本人学生と中国人学生における先生と先輩に対するあいさつ使用の差異については、「おはよ

う（～）」と「（～）早」および「こんにちは」と「（～）好」を例として以下の４. ２. １節と４. ２. ２

節で述べる。

４. ２. １　「おはよう（～）」と「（～）早」

　日本人学生におけるあいさつ表現「おはよう（～）」と中国人学生におけるあいさつ表現「（～）

早」の使い方を見ると、対人関係による使用の違いが顕著である。

　表７に示すように、あまり親しくない先生に対して、「おはよう（～）」とあいさつする日本人学

生も「（～）早」とあいさつする中国人学生も共にごく少数派だが、親しいと思う先生、親友、あ

まり親しくない先輩、親しいと思う先輩に「おはよう（～）」とあいさつする日本人学生は二割か

ら四割ほどにのぼるのに対し、「（～）早」とあいさつする中国人学生はほとんどいない。また、表

８から、午後１２時半ごろに親友に対し「おはよう」とあいさつする日本人学生も決して少なくはな

いのに対して、「（～）早」とあいさつする中国人学生はほとんどいないことがわかった。

　角変換法（逆正弦変換法）による相手別と母語話者別の分散分析を行った結果、表７におけ

る母語話者別の主効果（χ２（１）=２１３.０７４５）と表８における母語話者別の主効果（χ２（１）=

表 7　場面 1における「おはよう（～）」と（～）早の使用

調査対象
対人関係

おはよう（～） （～）早 単純主効果検定人数（130人中） 割合 人数（107人中） 割合
あまり親しくない先生 17 13% 7 7% 2.439501

親しいと思う先生 52 40% 5 5% 48.16374**
親友 56 43% 2 2% 75.07962**

あまり親しくない先輩 26 20% 0 0% 48.85746**
親しいと思う先輩 37 28% 0 0% 71.96947**

（** ｐ＜ .01, * ｐ＜ .05）

表 8　場面 2における「おはよう（～）」と（～）早の使用

調査対象
対人関係

「おはよう（～）」 （～）早 単純主効果検定人数（130人中） 割合 人数（107人中） 割合
あまり親しくない先生 1 0.8% 0 0% 1.752783

親しいと思う先生 8 6% 0 0% 14.28296**
親友 33 25% 1 1% 41.70352**

あまり親しくない先輩 5 4% 0 0% 8.855837**
親しいと思う先輩 10 8% 1 1% 7.475974**

（** ｐ＜ .01, * ｐ＜ .05）
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５９.６５８４）が有意であった。そこで、下位検定として単純主効果検定を行い、表７に示したように、

対象者が親しいと思う先生、親友、先輩である場合、日本人学生と中国人学生の間に有意差がある

ことを確認した。また、表８に示すように、親友が対象である場合にも、日本人学生と中国人学生

の間には有意差が見られた。

　場面１において、日本人学生があまり親しくない先生に対して、「おはようございます」をほと

んど使用しないのは、前掲の表３に示したように、場面１において半数以上の日本人学生があまり

親しくない先生にあいさつをしないことに起因している。

　また、あまり親しくない先生以外の人に対して、「おはよう（～）」とあいさつする日本人学生が

比較的多いのに対して、「（～）早」とあいさつする中国人学生がほとんどいないのは、日本語の「お

はよう（～）」と中国語の「（～）早」における時間帯による使用制限の違いによるものであると考

えられる。日本語の「おはよう（～）」には通常、時間による使用制限があるが、場面によってこ

の使用制限がなくなるケースがある（丁２０１６:７５）。それに対して、中国では「（～）早」は、大体

朝８時か９時頃までに使用される表現であり、午後になってもまだ「早（上好）」とあいさつすれ

ば、「朝寝坊」と皮肉を込めて言っているようであるとされる（彭 ：１９９０）。場面１も場面２も午前

１１時ごろ以降の時間設定であるため、中国人学生が「（～）早」をほとんど使用しないのは当然で

ある。その代わりに、中国人学生は親友に「吃（饭）了吗（食事は済んだ？）」、「吃饭去（一緒に

ご飯を食べよう）」のような食事に関する表現を使用する傾向が顕著である。

　また、日本人学生が場面２において親友に対して「おはよう」を多用しているのは注目に値する。

速司（２００４）は日本語の「おはよう」というあいさつ表現を時間帯意識の「おはよう」、儀礼的な「お

はよう」、ウチ意識の「おはよう」、はじまり意識の「おはよう」という４つに区分している。曲他（２０１０：

４１）が述べているように、１日のスタート時点で発せられた「おはよう」は、はじまり意識の「お

はよう」であり、ウチ意識の「おはよう」でもある。午後１２時半頃日本人学生が親友に使用してい

る「おはよう」もまた、はじまり意識 ･ ウチ意識の現れであり、PPS として用いられていると考え

られる。

４. ２. ２　「こんにちは」と「（～）好」

　日本人学生における「こんにちは」と中国人学生における「（～）好」の使用には、対人関係に

よる使用の違いの差異がほとんど見られない。
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　表９と表１０に示すように、場面１においても場面２においても、日本人学生は、先生と先輩に対

してはある程度「こんにちは」を使用しているものの、親友に対してほとんど使用していない。中

国人学生も同様の傾向を示している。場面１において、親友に「こんにちは」を使用する日本人学

生と「（～）好」を使用する中国人学生はそれぞれ３人（２%）と１人（１%）にすぎない。また、

場面２も同様の傾向を示している。

　角変換法（逆正弦変換法）による相手別と母語話者別の分散分析を行った結果、表９における

母語話者別の主効果（χ２（１）=６２.８０８６８）は有意であったが、表１０における母語話者別の主効果

（χ２（１）=０.４７０９３７）は有意ではなかった。さらに、表９に対して単純主効果検定を行ったところ、

あまり親しくない先生と先輩が対象である場合、日本人学生と中国人学生の間には有意差があるこ

とが確認できた。

　あまり親しくない先生に「こんにちは」とあいさつする日本人学生が少ないという結果になった

のは、前掲の表３および表５が示している通り、場面１においてあまり親しくない先生にあいさつ

をしない日本人学生が多く（７７人（５９%））、「こんにちは」の代わりに [ 会釈 ] と「おはようござい

ます」を使用する者が多い（それぞれ２１人（１６%）と１７人（１３%））ためである。一方、表５に示

したように同一の状況であいさつをしない中国人学生はほとんどおらず（３人（３%））、[ 会釈 ] と「お

はよう（～）」に当たる中国語表現「（～）早」を使用する者も少ない（それぞれ５人（５%）と７

人（７%））。そのため、中国人学生があまり親しくない先生に使用するあいさつは「（～）好」が

相対的に多くなる。

　また、あまり親しくない先輩に対して、「こんにちは」とあいさつする日本人学生の比率が「（～）好」

とあいさつする中国人学生より低いという結果になったのは、場面１においてあまり親しくない先

表 9　場面 1における「こんにちは」と「（～）好」の使用

調査対象
対人関係

「こんにちは」 「（～）好」 単純主効果検定人数（130人中） 割合 人数（101人中） 割合
あまり親しくない先生 16 12% 77 76% 112.3734**

親しいと思う先生 54 42% 56 55% 4.428458
親友 3 2% 1 1% 0.634396

あまり親しくない先輩 31 24% 56 55% 24.71928**
親しいと思う先輩 42 32% 32 32% 0.010185

（** ｐ＜ .01, * ｐ＜ .05）

表 10　場面 2における「こんにちは」と「（～）好」の使用

調査対象
対人関係

「こんにちは」 「（～）好」 母語話者別の
主効果検定人数（130人中） 割合 人数（101人中） 割合

あまり親しくない先生 26 20% 75 74%

0.470937ns
親しいと思う先生 93 72% 34 34%

親友 5 4% 1  1%
あまり親しくない先輩 44 34% 49 49%

親しいと思う先輩 67 52% 20 20%
（** ｐ＜ .01, * ｐ＜ .05）
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輩にあいさつをしない日本人学生が比較的多く（２１人（１６%））、「こんにちは」の代わりに「お疲

れ様です」、「おはよう（～）」、[ 会釈 ･ お辞儀 ] を使用する者が多い（それぞれ２９人（２２%）、２６人（２０%）、

２６人（２０%））ためである。同一の状況であいさつをしない中国人学生はほとんどおらず（３人（３

%））、[ 会釈 ･ お辞儀 ] をする人も少なく（６人（６%））、「おはよう（～）」に当たる中国語表現「（～）

早」と「お疲れ（～）」に当たる中国語表現「（～）辛苦了」を使用する者は皆無である。結局の所、

中国人学生はあまり親しくない先輩には「（～）好」を比較的多く使用することになる。

４. ２. ３　「おはよう（～）」・「こんにちは」と「（～）早」・「（～）好」

　「おはよう（～）」には常体としての「おはよう」と丁寧体としての「おはようございます」と

いう２つの表現が含まれている。表１１が示しているように、場面１において、日本人学生は、親友

には「おはよう」とあいさつするが、先生と先輩にはこの表現はほとんど用いない。同様の状況で

日本人学生は、先生と先輩には「おはようございます」ということが多いが、親友にほとんどい

わない。一方、「こんにちは」には常体と丁寧体というような区別がないが、表１１に示したように、

日本人学生は「こんにちは」を比較的改まったあいさつ表現として先生と先輩に比較的多く使用す

るが、親友にほとんど使用しない。

　それに対して、「おはよう（～）」と「こんにちは」に対応する中国語あいさつ表現「（～）早」

と「（～）好」は日本語の「こんにちは」と同様で常体と丁寧体の区別がない。ただし、必要があ

る場合、敬称を付けることによって上位者に対する尊敬の気持ちを表すことができる。表１１に示し

たように、場面１において中国人学生は親しいか親しくないかに関わらず先生に「（～）早」と「（～）

好」を使用する場合、「（～）老师（先生）」という敬称を付ける習慣がある。敬称を付けない場合

はないわけではないが、１例か２例にとどまっている。

４. ３　学習者の困難点との関連性

　以上、日中大学生を対象に出会いの場面においてあいさつするかどうか、およびあいさつする場

表 11　おはよう（～）」・「こんにちは」と「（～）早」・「（～）好」の使用

場面1 日本人学生 中国人学生
あまり親し
くない先生

「おはようございます」（17）
「こんにちは」（16）

「（～）老师，早（上好）」（7）「（～）老师（您）
好」（76）「您好」（1）

親しいと思
う先生

「おはようございます」（48）「（～）先生、おは
ようございます」（4）
「こんにちは」（52）「先生、こんにちは」（2）

「（～）老师，早（上好）」（5）「（～）老师（您）
好」（54）「您好」（2）

親友 「おはよう」（56）　「こんにちは」（3） 「早上好」（2）「你好」（1）
あまり親し
くない先輩 「こんにちは」（31）「おはようございます」（26）「（～）学长 ･ 学姐好」（54）「你好」（2）

親しいと思
う先輩 「こんにちは」（42）「おはようございます」（37）「（～）学长 ･ 学姐好」（31）「你好」（1）

（括弧内は人数）
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合どのようにあいさつするかについて、「おはよう（～）」と「（～）早」および「こんにちは」と「（～）

好」を中心として検討した。その結果を以下の⑴から⑶に示す。

⑴�　あまり親しくない先生に対してあいさつをする場合、日本人学生は自他の NF に配慮する

傾向があるのに対して、中国人学生は自他の PF に配慮する傾向がある。

⑵�　午前１１時以降親友に対して出会いのあいさつをする場合、日本人学生は「おはよう」を

PPS として（午後でも）比較的多く使用するのに対して、中国人学生は、「おはよう」に当

たる中国語表現「（～）早」をほとんど使用しない。その代わりに、中国人学生は親友に「吃

（饭）了吗（ご飯は済んだ？）」や「吃饭去（一緒にご飯を食べよう）」のような食事に関す

る表現を使用する傾向が高い。これは、「おはよう（～）」と「（～）早」が使われる時間帯

の違いおよび、「おはよう（～）」がはじまり意識やウチ意識で用いられる場合があることに

よるものである。

⑶�　あいさつの対人関係による使用の違いは、丁寧体の有無にも関わっている。日本語には丁

寧体のある表現とない表現があるのに対して、中国語には丁寧体がない。その代わりに、中

国人学生は対人関係によって、敬称を用いることがある。

　本稿の冒頭で指摘した学習者の困難点は、上記の結果と関連性を持つと考えられる。困難点①

（「おはよう（～）」と「こんにちは」に関する使い分けが困難である）は、学習者が「おはよう（～）」

と「（～）早」における時間による使用制限の違いおよび日本人学生が「おはよう」をはじまり意

識やウチ意識でも使用するということを十分に認識できていないためではないかと考えられる。ま

た、困難点②（あまりよく知らない人に対してどのようにあいさつをすべきかわからない）は、中

国人学生が母語の使用習慣（PF に配慮する傾向が顕著であること）による影響を受けているため、

あまり親しくない先生に対してもあいさつをしなければならないと思い込んでいて、あまり知らな

い人に対してどのようにあいさつすればよいかわからなくなるのではないだろうか。困難点③（上

位者に対してあいさつをする場合、敬語表現の使用を忘れやすい）は、敬語がない母語の影響に加

えて、「おはよう（ございます）」のような丁寧体が付いているあいさつ表現と、「こんにちは」の

ような丁寧の形をとらないあいさつ表現が混在していることによるものであろう。

５．まとめ
　以上、あいさつをするかしないか、および「おはよう（～）」と「（～）早」、「こんにちは」と「（～）好」

を中心として、日本人学生と中国人学生における出会いのあいさつの使用に関する差異を明らかに

し、その差異と学習者の困難点の関連性を検討した。あいさつをするかしないかについては、日本

人学生はあまり親しくない先生に対しては、自他の NF への配慮を示す傾向があるため、あまり親

しくない先生にはあいさつをしないことが多い。それに対して、中国人学生は自他の PF に配慮す

る傾向があるため、誰に対しても積極的にあいさつをする。また、「おはよう（～）」と「（～）早」
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注
１　中国語には、日本語における丁寧体に相当する形がない。「早」や「呼称＋早」のような簡略化された定

型表現および「吃了吗（ご飯は済みましたか）」のような非定型表現を使用する場合、相手に親近感を伝
える意味合いがあるため、PF への配慮の程度が高いと考える。

２　中国語における「早上好」「敬称＋好」のような簡略化されていない定型表現を使用する場合、相手との
距離をとろうとする気持ちがあるため、NF への配慮の程度が高いと考える。

３　中国人学生に対して調査を行った際に使用した調査票は、日本語版を中国語に訳したものである。
４　学部１年生と２年生が出なければならない授業には、５０人を超えるクラスが少なくない。また、調査した

中国人学生については、１年生と２年生が半数弱で、３年生と４年生がやや多いが、中国の大学では、一
般教養科目は卒業するまでの間に履修すればよく、３年生、４年生でも大人数のクラスに出ることが少な
くない。

５　各調査対象から各項目に記入してもらった回答の数が実際の人数を超えることもあるが、これは複数回答
を含むためである。また、「その他」には、「あいさつをしない」という回答は含まれていない。「会釈 +
こんにちは」のような例もないわけではないが、極めて少ないので [ 会釈 ] と「こんにちは」のそれぞれ
の一例として処理した。

６　回答数、「その他」、「会釈 + こんにちは」などについては、注５を参照。
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